
電気のふるさと 4

特
集　

電
源
地
域
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
Ｉ

5 電気のふるさと

岡山県真庭市 木とともに生きる「21世紀の真庭塾」

　

岡
山
県
真
庭
市
は
、
平
成
十
七

年
三
月
に
九
町
村
の
合
併
で
誕
生

し
た
岡
山
県
北
部
の
ま
ち
で
す
。

古
く
か
ら
日
本
有
数
の
木
材
産
地

と
し
て
有
名
な
真
庭
地
域
で
す
が
、

林
業
が
構
造
不
況
に
あ
る
中
、
木

材
生
産
だ
け
で
は
立
ち
ゆ
か
な
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
域
の
将
来
を
心
配
し
真
正
面
か

ら
考
え
な
お
そ
う
と
、
地
元
企
業

の
若
手
経
営
者
ら
が
中
心
と
な
っ

て
「
21
世
紀
の
真
庭
塾
」
と
い
う

勉
強
会
を
立
ち
上
げ
た
の
が
、
平

成
五
年
の
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
地
域
の
貴
重
な
財

産
で
あ
る
木
質
資
源
に
再
び
目
を

向
け
、
新
た
な
産
業
資
源
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
を
通
じ
、
木
質
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
開
発
や
木
く
ず
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
、
地
域
ぐ
る

み
で「
木
を
生
か
し
た
産
業
振
興
」

に
取
り
組
む
真
庭
市
の
事
例
を
取

り
上
げ
ま
す
。

日
本
有
数
の
木
材
産
地
で
も

林
業
の
衰
退
は
深
刻
な
課
題

　

真
庭
市
は
中
国
山
地
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
す
る
人
口
約
五
万
四

千
人
の
ま
ち
で
す
。
総
面
積
は
約

八
百
二
十
八
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル

に
お
よ
び
、

県
内
で
も
土
地
活
用
の
可
能
性
が

最
も
大
き
い
市
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
内
に
は
中
国
電
力

株
式
会
社
の
水
力
発
電
所
、
湯
原

第
一
発
電
所
（
二
万
六
千
六
百

キ
ロ

ワ
ッ
ト

）・
湯
原
第
二
発
電
所
（
二
万

三
千
七
百
キ
ロ

ワ
ッ
ト

）
や
勝
山
第
二
発

電
所
（
九
千
三
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト

）
な
ど
が

あ
り
、
中
国
地
方
の
電
力
供
給
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
森
林
に
恵
ま
れ
た
真
庭

市
で
は
、
古
く
か
ら
林
業
が
盛
ん

で
す
。
し
か
し
、
国
内
の
林
業
は
、

山
か
ら
丸
太
を
切
り
出
す
し
く
み

の
整
備
が
遅
れ
た
こ
と
や
、
製
材

所
の
生
産
能
力
が
伸
び
悩
ん
だ
こ

と
が
主
因
と
な
っ
て
木
材
価
格
を

抑
制
で
き
な
い
ま
ま
、
安
価
な
輸

入
材
に
押
さ
れ
て
典
型
的
な
構
造

不
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
高
速
道

路
が
縦
横
に
走
り
、
物
流
面
で
恵

ま
れ
た
真
庭
市
で
さ
え
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
長
く
木
と
と
も
に

生
き
て
き
た
真
庭
地
域
の
人
た
ち

は
、
地
域
の
財
産
で
あ
り
誇
り
で

も
あ
る
「
木
」
を
再
び
生
か
す
方

法
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

若
手
経
営
者
ら
が
立
ち
上
が
り

21
世
紀
の
真
庭
塾
が
発
足

　

最
初
の
契
機
は
、
中
国
横
断
自

動
車
道
（
米
子
道
）
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
へ
の
流
通
セ
ン

タ
ー
（
現
・
真
庭
産
業
団
地
）
の

誘
致
と
、
そ
れ
を
核
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
構
想
の
策
定
で
し
た
。
当

時
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
通

じ
て
で
き
あ
が
っ
た
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
、
そ
の
後
も
ぜ
ひ
生
か

し
た
い
と
考
え
た
の
が
、
真
庭
市

久
世
支
局
の
現
支
局
長
・
仁
枝
章

さ
ん
で
す
。「
地
元
企
業
に
一
番

必
要
な
の
は
、
将
来
を
見
通
す
た

め
の
確
か
な
情
報
で
す
。
誘
致
活

動
を
通
じ
て
、
幅
広
い
分
野
の
識

者
に
話
を
聞
き
、
そ
れ
を
受
け
止

め
る
力
を
養
う
こ
と

が
い
か
に
大
切
か
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
」。

仁
枝
さ
ん
は
地
元
の

若
手
経
営
者
ら
に
呼

び
か
け
、
平
成
五
年

に
「
21
世
紀
の
真
庭

塾（
以
下
、真
庭
塾
）」

と
い
う
勉
強
会
を
立

ち
上
げ
ま
す
。

　

地
元
企
業
の
ラ
ン
デ
ス
株
式
会

社
社
長
・
大
月
隆
行
さ
ん
は
振
り

返
り
ま
す
。「
あ
る
日
突
然
、
仁

枝
さ
ん
が
訪
ね
て
き
て
『
若
手

経
営
者
を
集
め
て
勉
強
会
を
し
た

い
』
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
は

驚
き
ま
し
た
が
、
こ
の
地
域
の
将

来
を
心
配
す
る
気
持
ち
は
皆
同
じ

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
地
元
企
業

の
後
継
者
ら
有
志
二
十
数
名
が
賛

同
し
、
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
」。
同
じ
く
地
元
企
業

の
銘
建
工
業
株
式
会
社
の
社
長
、

中
島
浩
一
郎
さ
ん
は
、「
建
築
業

界
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
経
済
環
境

な
ど
、
メ
ン
バ
ー
が
共
通
の
時
代

認
識
を
持
て
る
よ
う
に
テ
ー
マ
を

選
び
、
皆
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
て

も
夜
中
の
二
時
、
三
時
ま
で
真
剣

に
議
論
を
続
け
ま
し
た
。
今
思
っ

て
も
熱
い
時
間
で
し
た
よ
」
と
当

時
の
様
子
を
語
り
ま
す
。

母
体
と
す
る
研
究
会
が
ま
と
め
た

構
想
で
す（
次
ペ
ー
ジ
の
図
参
照
）。

製
材
業
を
中
心
に
産
業
を
連
携
さ

せ
、
木
質
資
源
の
循
環
系
を
構
築

す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。
さ
ら
に
、

瀬
戸
内
海
工
業
地
帯
に
立
地
す
る

産
業
と
も
連
携
し
、
木
質
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
確
立
す
る
こ

と
を
目
指
し
ま
し
た
。

成
果
２

国
の
モ
デ
ル
事
業
へ
の

採
択

　

真
庭
塾
の
活
動
は
、
平
成
十
四

年
度
の
国
土
交
通
省
「
多
様
な
主

体
の
参
加
と
連
携
に
よ
る
活
力
あ

ン
デ
ス
㈱
に
よ
る
木
質
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
製
品
化
が
実

現
し
ま
し
た
。

産
業
化
と
並
行
し
て
発
展
し
た

そ
の
後
の
真
庭
塾
の
歩
み

　

各
事
業
者
が
得
意
分
野
で
事
業

に
取
り
組
む
一
方
で
、
真
庭
塾
も

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い

成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

成
果
１

木
質
系
資
源
活
用

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
構
想

　

平
成
十
二
年
度
に
、
真
庭
塾
を

リ
ー
ト
製
品
製
造
を
得
意
と
す
る

ラ
ン
デ
ス
㈱
の
大
月
さ
ん
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
木
材
加
工
で
出
る
端

材
や
チ
ッ
プ
を
混
ぜ
た
木
質
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
研
究
が
進
み
ま
し
た
。

ま
た
、
銘
建
工
業
㈱
で
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
翌
年
、
平
成
十
年
か

ら
大
型
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
木
く
ず

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
こ
の
二
つ
の
取
り
組
み
は
、

現
在
も
真
庭
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

を
支
え
る
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い

ま
す
（
後
半
に
詳
述
）。

　

平
成
十
一
年
に
は
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
対
策
特
別
措
置
法
が
公
布
さ

れ
（
同
十
二
年
施
行
）、
木
質
系

廃
棄
物
を
焼
却
炉
で
燃
や
せ
な
く

な
り
、
従
来
以
上
に
木
質
資
源
の

活
用
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
平
成
十
二
年
に
真
庭
塾
の
メ

ン
バ
ー
を
中
心
に
研
究
会
を
立
ち

上
げ
、
同
年
度
の
㈶
電
源
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

調
査
事
業
を
活
用
し
て
、
木
質
副

産
物
（
潜
在
的
な
木
質
資
源
）
の

排
出
量
調
査
や
需
要
先
調
査
を
実

施
、
事
業
化
を
視
野
に
課
題
を
整

理
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
事
業
は
、
真
庭
塾
と
行

政
が
本
格
的
に
連
携
す
る
契
機
に

も
な
り
ま
し
た
。
翌
平
成
十
三
年

度
も
研
究
、
調
査
を
継
続
し
、
ラ

立
場
を
脇
に
置
き
、
一
市
民
と
し

て
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
激

し
ま
し
た
」
と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

「
今
で
こ
そ
情
報
公
開
が
盛
ん
で

す
が
、
当
時
は
行
政
の
考
え
方

や
政
策
が
何
も
分
か
ら
な
い
時
代

で
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
真

庭
塾
で
は
対
等
の
立
場
で
話
が
で

き
る
。
ず
い
ぶ
ん
厳
し
い
意
見
も

言
い
ま
し
た
が
、
互
い
の
価
値
観

の
違
い
を
理
解
し
た
上
で
目
標
を

共
有
で
き
、
行
政
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り

ま
し
た
。
今
で
言
う
協
働
の
は
し

り
で
す
ね
」。
一
方
の
仁
枝
さ
ん

は
「
地
域
づ
く
り
を
続
け
る
に
は

企
業
の
力
が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ

で
『
行
政
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は

何
か
』
を
勉
強
さ
せ
て
も
ら
う
つ

も
り
で
、
あ
え
て
立
場
を
超
え
て

地
域
の
輪
の
中
に
飛
び
込
ん
だ
の

で
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
法
の
施
行
で

木
質
資
源
の
活
用
が
加
速
し
た

　

平
成
九
年
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
後
、
真
庭
塾
内
に

「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
部

会
」
と
「
街
並
み
再
生
部

会
」
が
発
足
し
ま
す
。
前

者
の
部
会
長
が
、
コ
ン
ク

行
政
マ
ン
が
地
域
の
輪
の
中
に

飛
び
込
ん
で
い
っ
た

　

真
庭
塾
は
当
初
一
年
限
り
の
予

定
で
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
熱
意

で
そ
の
後
も
存
続
し
、
自
主
研
究

会
は
八
十
回
を
数
え
ま
し
た
。
平

成
七
年
度
に
は
㈶
電
源
地
域
振
興

セ
ン
タ
ー
の
専
門
家
派
遣
事
業
を

活
用
し
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
す
る
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
九
年
に
は
、
そ
れ
ま

で
の
活
動
の
集
大
成
と
し
て
「
環

境
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
、「
環
境
」「
街
並
み
」

と
い
う
現
在
に
通
じ
る
テ
ー
マ
を

掲
げ
ま
す
。
仁
枝
さ
ん
が
「
真
庭

塾
で
の
勉
強
を
通
じ
て
、
社
会
や

時
代
の
方
向
性
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
語
る
通
り
、
経

済
産
業
省
・
環
境
省
の
「
エ
コ
タ

ウ
ン
事
業
」
が
創
設
さ
れ
た
の
も

こ
の
年
で
し
た
。

　

大
月
さ
ん
も
中
島
さ
ん
も
「
行

政
マ
ン
の
仁
枝
さ
ん
が
、
行
政
の

お問い合わせ先
真庭市産業建設部林業振興課（木質産業推進室）
TEL 0867-42-1039
http://www.city.maniwa.lg.jp/

木とともに生きる「21世紀の真庭塾」
岡山県真庭市

行政と企業の協働による、木質バイオマスを活用したまちづくり

岡山県�

真庭市�

木質バイオマス
　バイオマスとは、生物を表す「バ

イオ（bio）」と、量を意味する「マス

（mass）」からなる造語です。エネル

ギーやマテリアル（原材料）として利

用できる程度にまとまった量の、生物

を起源とする物質という意味です。

　バイオマスのうち、木材を利用する

ものが「木質バイオマス」です。樹木の

伐採や造材の際に発生する林地残材

や、製材所から出る樹皮、のこくずの

ほか、住宅の解体材や街路樹のせん定

枝なども含まれます。

21世紀の真庭塾 関連略年表
平成 5年 4月 任意団体「21世紀の真庭塾」創設

平成 7年度 ゼロエミッションに関する勉強会（㈶電源地域振興セン

 ター・専門家派遣事業）

平成 9年10月 「環境まちづくりシンポジウム」開催

平成10年度 銘建工業㈱、現行設備による木くずバイオマス発電開始

平成12年度 特産品開発推進に係るマーケティング調査実施（㈶電

 源地域振興センター・マーケティング調査事業）

 「木質系資源活用産業クラスター構想」発表

平成13年度 久世町地域新エネルギービジョン調査実施（NEDO）

 ランデス㈱、㈱大林組と共同で木質コンクリートを製品化

 ㈱ビー・エム・ディー、ネコ砂を商品化

平成14年度 「21世紀の真庭塾」が国土交通省の「多様な主体の参加と

 連携による活力ある地域づくりモデル事業」に採択される

 久世町木質バイオマスエネルギー利用方策検討調査実

 施（NEDO）

 NPO法人「21世紀の真庭塾」設立

 真庭フォーラム「森に生かされた暮らしと産業創造」開催

平成15年度 「プラットホームまにわ」設立

 おかやま木質バイオマス利用開発推進事業実施（岡山県補助）

平成16年度 真庭バイオエネルギー㈱、真庭バイオマテリアル㈲設立

平成17年 3月 9町村の合併により「真庭市」誕生

「21世紀の真庭塾」創設の立役者

現・真庭市久世支局支局長 仁枝章さん
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る
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
に

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に

従
来
の
研
究
会
を
「
資
源
循
環
型

事
業
連
携
協
議
会
」
に
発
展
さ
せ
、

大
学
や
研
究
機
関
、
行
政
な
ど
も

参
加
し
た
異
業
種
交
流
を
図
り
ま

し
た
。

成
果
３

真
庭
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
取
得

　

平
成
十
四
年
度
に
開
催
し
た

「
真
庭
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
地

域
住
民
主
体
の
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、広
く
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
循
環
型

社
会
の
「
真
庭
モ
デ
ル
」
を
提
唱

し
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
り
広
範
な

活
動
を
行
う
た
め
に
、
真
庭
塾
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

成
果
４

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

ま
に
わ
の
設
立

　

平
成
十
五
年
度
に
は
、
木
質

系
資
源
活
用
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
構

想
の
推
進
に
向
け
、
協
議
会
参
加

団
体
と
自
治
体
が
参
加
し
て
「
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ま
に

わ
」を
設
立
し
ま
し
た
。

各
参
加
者
の
負

※担
に

よ
り
、
木
質
ペ
レ
ッ

ト
燃
料
等
の
木
粉
製

造
販
売
事
業
化
調
査

な
ど
の
調
査
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

成
果
５

二
つ
の
事
業
会
社

の
設
立

　

平
成
十
六
年
度
に

は
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
ま
に
わ
の
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
り
、

真
庭
バ
イ
オ
エ
ネ
ル

ギ
ー
株
式
会
社
（
資
本
金
一
千
万

円
）
と
真
庭
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル

有
限
会
社
（
同
五
百
万
円
）
と
い

う
二
つ
の
地
域
会
社
を
設
立
し
ま

し
た
。
発
電
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
と
、
マ
テ
リ
ア
ル
（
原
材
料
）

と
し
て
の
活
用
と
い
う
二
方
面
か

自
社
内
の
研
究
設
備
を
生
か
し

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

　

木
質
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

を
製
品
化
し
た
ラ
ン
デ
ス
㈱
の
大

月
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

「
昭
和
四
十
九
年
の
中
国
道
開
通

時
に
は
、
大
き
な
発
展
へ
の
期
待

に
反
し
て
い
わ
ゆ
る
『
ス
ト
ロ
ー

現
象
』
が
起
き
、
も
の
も
人
も
都

会
へ
と
流
出
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
平
成
四
年
に
米
子
自

動
車
道
、
平
成
九
年
に
岡
山
自
動

車
道
が
開
通
し
て
も
、
周
囲
の
多

く
は
悲
観
的
で
し
た
。
で
も
、
そ

れ
は
間
違
っ
た
考
え
方
で
す
。
要

は
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
い
う
チ
ャ
ン

め
る
テ
ー
マ
が
木
質
資
源
だ
っ
た

の
で
す
」。

　

同
社
は
、
昭
和
三
十
七
年
の
創

業
当
時
か
ら
専
門
の
研
究
室
を
設

け
、
環
境
建
材
等
の
研
究
開
発
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
真

庭
塾
で
端
材
の
処
理
が
課
題
に

な
っ
た
の
を
機
に
「
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
よ
う
」
と
、
自
社
の
研

究
設
備
を
生
か
し
た
木
質
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
県
の
補
助
金
を
得

て
、
有
償
の
廃
棄
物
だ
っ
た
焼
却

灰
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
混
ぜ
る
研

究
を
行
い
ま
し
た
。
紙
の
原
料
と

な
る
木
質
チ
ッ
プ
を
セ
メ
ン
ト
で

固
め
た
「
耐
久
性
の
な
い
ブ
ロ
ッ

ク
」
の
開
発
で
す
。
酸
性
土
壌
を

中
和
す
る
目
的
で
一
定
期
間
だ
け

護
岸
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
、
そ

の
後
は
草
木
の
成
長
に
従
っ
て
壊

れ
、
自
然
に
返
る
建
材
で
す
。
こ

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
結
局
、
期
待

通
り
の
時
期
に
う
ま
く
壊
れ
て
く

れ
な
い
た
め
失
敗
に
終
わ
り
ま
し

た
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
の
株
式
会
社
大
林
組

が
注
目
し
ま
す
。
同
社
で
は
当
時
、

酸
性
土
壌
の
中
和
が
大
き
な
テ
ー

マ
だ
っ
た
の
で
す
。

細
か
な
研
究
の
積
み
重
ね
が

大
企
業
に
負
け
な
い
成
果
を
生
む

　

そ
の
後
、
㈱
大
林
組
と
共
同
で

厚
み
や
成
分
な
ど
を
詰
め
、
試
行

錯
誤
を
重
ね
て
木
質
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
完
成
し
ま
す
。
現

在
は
ラ
ン
デ
ス
㈱
が
歩
道
用
ブ

ロ
ッ
ク
「
モ
コ
ブ
リ
ッ
ク
」
と

し
て
販
売
し
、
市
内
の
や
ま
び
こ

ス
タ
ジ
ア
ム
（
野
球
場
）
な
ど
で

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
透
水
性
が

高
く
水
た
ま
り
が
で
き
に
く
い
ほ

か
、
表
面
の
温
度
上
昇
が
通
常
よ

り
十
度
以
上
も
抑
え
ら
れ
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
に
も

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ま
た
、
通

常
の
約
二
分
の
一
と
非
常
に
軽
量

の
た
め
、
屋
上
緑
化
や
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
の
材
料
と
し
て
も
有
望
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
派
生
商
品
と
し
て
一

般
家
庭
向
け
の
小
型
プ
ラ
ン
タ
ー

「
モ
コ
プ
ラ
ン
タ
ー
」
も
開
発
し
、

本
格
的
な
販
売
ル
ー
ト
の
整
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
ち

ら
は
自
然
素
材
を
使
用
し
た
素
朴

な
風
合
い
が
好
評
で
す
。

「
た
だ
単
に
『
木
が
余
っ
た
か
ら

使
っ
て
く
れ
』
で
は
誰
も
見
向
き

も
し
て
く
れ
ま
せ
ん
が
、
製
材
所

か
ら
出
る
木
粉
を
大
き
さ
ご
と
に

細
か
く
分
別
し
て
個
々
に
研
究
を

進
め
て
い
く
と
、
必
ず
用
途
が
見

つ
か
り
、
大
企
業
も
興
味
を
示
し

て
く
れ
ま
す
」と
大
月
さ
ん
。「
魚

道
ブ
ロ
ッ
ク
（
コ
ラ
ム
参
照
）
も

そ
う
で
す
が
、『
潜
在
市
場
を
顕

在
化
さ
せ
る
』
こ
と
は
当
社
の
目

標
の
一
つ
で
す
。
製
品
自
体
が
発

信
す
る
情
報
力
が
、
新
た
な
市
場

を
作
っ
て
い
く
の
で
す
。
例
え
ば
、

平
成
九
年
に
は
河
川
法
が
環
境
重

視
の
方
向
に
改
正
さ
れ
、
魚
道
ブ

ロ
ッ
ク
が
公
共
事
業
で
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」。
大
月
さ
ん

は
、
こ
う
し
た
や
り
方
は
無
駄
も

多
い
が
楽
し
い
と
笑
い
ま
す
。「
多

様
な
ア
イ
デ
ア
に
社
会
的
な
価
値

を
加
え
て
世
に
送
り
出
す
こ
と
が
、

企
業
の
責
任
で
あ
り
存
在
価
値
だ

と
信
じ
て
い
ま
す
か
ら
」。

目
の
前
の
資
源
を
使
い
切
る

社
長
の
熱
意
で

発
電
設
備
を
拡
張

　

銘
建
工
業
㈱
で
は
、
昭
和

四
十
年
代
後
半
か
ら
木
質
系

燃
料
を
生
産
に
使
っ
て
き
ま

し
た
。
昭
和
五
十
九
年
に
は
、

早
く
も
専
用
ボ
イ
ラ
ー
を
導

入
し
て
百
七
十
五
キ
ロ

ワ
ッ
ト

／
時

の
発
電
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
平
成
十
年
に
は
、
百
ト　

　

ン

／

日
の
処
理
能
力
を
持
つ
現
行
の
大

型
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
、
千
九
百
五

十
キ
ロ

ワ
ッ
ト

／
時
の
発
電
施
設
を
稼
働

さ
せ
ま
し
た
。

　

新
し
い
ボ
イ
ラ
ー
と
発
電
設
備

は
計
十
億
円
。
会
社
の
規
模
を
考

え
れ
ば
け
た
外
れ
の
金
額
で
す
。

当
初
、
周
囲
は
も
ち
ろ
ん
融
資
を

頼
み
に
行
っ
た
銀
行
も
「
と
ん
で

も
な
い
」
と
い
う
反
応
で
し
た
。

し
か
し
、社
長
の
中
島
さ
ん
は「
目

の
前
の
資
源
を
使
い
切
ら
ず
、
石

油
を
ど
ん
ど
ん
消
費
し
て
い
て
は
、

や
が
て
地
域
社
会
に
見
捨
て
ら
れ

て
し
ま
う
。
今
こ
の
時
代
に
、
何

と
し
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
給
す

る
姿
勢
を
示
し
た
い
」
と
い
う
熱

意
で
周
囲
や
銀
行
を
説
得
し
ま
し

た
。
反
対
意
見
が
飛
び
交
う
中
、

木質系資源活用産業クラスター構想�

産学官連携による推進体制　�

県内関連�
企業群�

県外関連�
企業群�

大学�
試験研究機関�

共
同
研
究
開
発�

起業化�
共同研究開発�

先導的事業推進主体�

日本政策�
投資銀行�
等�

真庭市� 岡山県�

事業化コーディネート�

岡山県産業�
振興財団�

21世紀の真庭塾�
（特定非営利活動法人）�

真庭郡木材�
事業共同組合�

協調・連携�

事業化支援�
資金支援�
運営支援�

研究支援�
事業化支援�

連携支援�

制度支援�
人材支援�

木
材
組
合�

真
庭
地
区�

真
庭
地
域
内�

関
連
企
業
群�

参
加
・
協
力�

支
援
・
協
力�

連
携�岡

山
県
森
林�

組
合
連
合
会�

組
　
　
合�

真
庭
森
林�

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
相
乗
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
を
自
分
た
ち
が
生
か
せ
る
か
ど

う
か
で
す
。真
庭
塾
を
通
じ
て『
な

い
も
の
ね
だ
り
で
は
だ
め
だ
』
と

痛
感
し
た
私
た
ち
が
『
で
は
、
今

あ
る
も
の
と
は
何
か
』
を
考
え
た

と
き
に
、
誇
り
を
持
っ
て
取
り
組

真
庭
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
柱

木
質
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
と

木
く
ず
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

勝山の町並み保存地区
　真庭市の本庁があるかつての城下町・勝

山は、さりげない日常風景の中に、白壁や

なまこ壁を持つ武家屋敷や商家が残るま

ちです。家々には勝山の新たなシンボル

「のれん」が掛かり、夕暮れには軒先の灯
とう

籠
ろう

が趣を添えます。過度に観光化されてい

ない素朴な風物は、観光客に静かな人気を

呼んでいます。昭和60年、県内初の町並

み保存地区に指定されました。

ランデス株式会社

　環境保全型製品に強い同社では、施工後も河床に魚道を確

保できる全面魚道ブロック「はやせ」をはじめ、豊富な独自製

品を展開しています。小動物が自力で脱出できるよう形状を

工夫した側溝「ハイダセール」は、平成4年に日本文化デザイ

ンフォーラムの「日本文化デザイン大賞」を受賞しました。水

の研究では30年以上

にわたり岡山大学との

産学連携を続けており、

最近では大手製鉄会社

と連携してノンセメン

トコンクリートの開発

も進めています。

住所　岡山県真庭市開田630-1
TEL　0867-52-1141（代）
代表取締役社長　大月隆行
設立　昭和37年
従業員数　416名
事業内容　コンクリート二次製品の

製造販売、設計、施工

木質コンクリートの実用化に成功した

ランデス㈱社長 大月隆行さん

市内のやまびこスタジアムで使われ
ている木質コンクリートブロック

一般家庭向けに商品化が進む「モコプランター」

発電用の大型ボイラーに原料の木くずを投入する

※
県
の
支
援
事
業
「
お
か
や
ま
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
開
発
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、

事
業
予
算
二
千
万
円
の
う
ち
県
が
一
千
万

円
、
企
業
等
が
七
百
万
円
、
当
時
の
町
が

三
百
万
円
を
負
担
。



電気のふるさと 8

特
集　

電
源
地
域
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
Ｉ

9 電気のふるさと

岡山県真庭市 木とともに生きる「21世紀の真庭塾」

最
後
に
理
解
が
得
ら
れ
た
の
は
、

真
庭
塾
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域

が
進
む
べ
き
方
向
性
を
皆
が
共
有

し
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

平
成
十
五
年
に
は
、
電
気
事
業

者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の

利
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
略

称
�
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
）
の
施
行
に
伴
い
、

中
国
電
力
㈱
向
け
の
売
電
も
開
始

し
ま
し
た
。
同
年
に
は
、
工
場
の

電
力
約
一
億
円
分
（
電
気

料
金
相
当
）
に
加
え
、
売

電
約
四
千
万
円
分
を
発
電

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
真
庭
バ
イ

オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
で
は
農

業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
向

け
に
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の

普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
そ
こ
で
作
っ
た
イ
チ
ゴ
を
勝

山
の
街
並
み
で
販
売
す
る
と
い
う
、

真
庭
塾
の
二
つ
の
部
会
を
つ
な
ぐ

活
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
に
敏
感
な
大
手
石
油
メ
ー
カ
ー

な
ど
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
で

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
も
っ
と
身
近
に

　

銘
建
工
業
㈱
で
は
、
平
成
十
六

年
か
ら
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
燃
料
に

な
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
生
産
も
手

が
け
て
い
ま
す
。「
木
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
変
換
効
率
は
発
電
だ
と
約
十

五
パ
ー　

セ
ン
ト

で
す
が
、
直
接
燃
焼
と
熱

利
用
と
を
加
え
る
と
八
十
パ
ー　

セ
ン
ト

に

も
な
り
ま
す
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

は
熱
利
用
が
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
す
」。

中
島
さ
ん
は
、
国
内
市
場
の
形
成

以
前
か
ら
、
一
台
一
億
円
以
上
す

る
ペ
レ
タ
イ
ザ
ー
（
ペ
レ
ッ
ト
製

造
機
）
を
二
台
も
導
入
し
ま
し
た
。

「
平
成
十
七
年
の
国
内
消
費
量
約

二
千
ト　

　

ン

に
対
し
、
当
社
の
生
産
能

力
は
約
五
倍
の
年
間
一
万
ト　

　

ン

で
す
。

供
給
が
安
定
す
れ
ば
、
多
く
の
人

に
安
心
し
て
使
っ
て
も
ら
え
ま
す

か
ら
」。
石
油
の
高
騰
や
環
境
意

識
の
高
ま
り
が
追
い
風
と
な
り
、

需
要
は
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

ペ
レ
ッ
ト
の
普
及
に
不
可
欠
の

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
、
真
庭
バ

イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
を
通
じ
て
提

携
業
者
に
安
価
な
製
品
を
輸
入
販

売
し
て
も
ら
い
、
一
般
家
庭
や
市

庁
舎
、
学
校
、
公
共
施
設
な
ど
へ

の
普
及
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

「
薪ま

き

ス
ト
ー
ブ
の
半
額
で
買
え
て
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
石
油
よ
り

安
い
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ら
、

暖
か
み
の
あ
る
炎
を
手
軽
に
楽
し

め
ま
す
」
と
中
島
さ
ん
。
最
近
、

市
内
の
温
泉
施
設
が
業
務
用
ペ

産
業
観
光
ツ
ア
ー
や

地
域
の
勉
強
会
が

今
後
の
行
政
の
役
割

　

真
庭
市
産
業
建
設
部
林
業
振
興

課
木
質
産
業
推
進
室
の
主
幹
、
長

尾
卓
洋
さ
ん
は
語
り
ま
す
。「
合

併
と
い
う
大
仕
事
を
終
え
、
今
後

は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
は
じ
め
、

地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
活
動

を
市
政
と
直
結
さ
せ
た
い
と
考
え

名
に
な
り
ま
し
た
。
大
企
業
の
研

究
所
や
工
場
な
ど
も
数
多
く
進
出

し
て
い
ま
す
。「
現
在
は
あ
ま
り

関
連
の
な
い
業
種
の
企
業
に
も
、

将
来
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
」
と
長
尾
さ
ん
。
日

本
最
大
と
も
言
わ
れ
る
体
積
約
十

五
万
八
千
立
方
メ
ー

ト
ル

の
木
質
資
源
が
、

今
、
熱
い
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

「
今
後
は
、観
光
課
と
も
協
力
し
て
、

地
元
の
企
業
を
視
察
す
る
産
業
観

光
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
一
方
で
、
企
業

の
取
り
組
み
が
地
元
に
必
ず
し
も

理
解
さ
れ
て
い
な
い
面
も
あ
る
の

で
、
子
供
た
ち
に
向
け
た
勉
強
会

な
ど
も
企
画
し
た
い
で
す
ね
。
子

供
た
ち
が
地
域
環
境
を
勉
強
し
、

や
が
て
地
域
で
働
き
、
地
域
の
誇

り
を
身
に
つ
け
て
く
れ
れ
ば
大
成

功
で
す
。
企
業
に
は
、
個
性
的
で

お
も
し
ろ
い
方
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
か
ら
、
そ
う
い
う
人
に
教
わ
れ

ば
子
供
た
ち
も
楽
し
い
し
、
し
か

も
勉
強
に
な
る
と
思
い
ま
す
」。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
展
に
向
け
た

今
後
の
課
題
と
展
望

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
関
し
て
は
、

今
後
、
次
の
よ
う
な
課
題
と
展
望

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

課
題
と
展
望
１　

よ
り
幅
広
い
木
質
資
源
の
活
用

　

現
状
で
は
、
国
産
材
の
廃
材
や

林
地
残
材
な
ど
が
未
活
用
で
す
。

分
別
収
集
の
シ
ス
テ
ム
化
や
、
現

状
で
は
産
業
廃
棄
物
と
な
る
樹
皮

や
端
材
の
燃
料
化
な
ど
、
工
夫
が

必
要
で
す
。
地
域
内
の
流
通
機
能

の
整
備
に
よ
り
、
大
規
模
な
地
域

内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

課
題
と
展
望
２　

マ
テ
リ
ア
ル
活
用
の
拡
大

　

建
材
以
外
の
商
品
や
市
場
の
開

発
が
急
務
で
す
。
現
在
、
真
庭
バ

イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
㈲
が
お
が
く
ず

等
の
再
資
源
化
と
大
口
販
売
を
計

画
中
の
ほ
か
、
地
元
企
業
の
株
式

会
社
ビ
ー
・
エ
ム
・
デ
ィ
ー
が
ヒ

ノ
キ
の
消
臭
効
果
を
生
か
し
た
ネ

コ
砂
の
開
発
・
販
売
を
進
め
て
お

り
、
今
後
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

課
題
と
展
望
３　

よ
り
広
域
な
産
業
連
携

　

合
併
に
よ
り
、
農
業
・
畜
産
系
、

廃
棄
物
系
な
ど
多
様
な
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
が
活
用
可
能
と
な
り
ま
し

た
が
、
よ
り
広
域
な
県
南
部
と
の

産
業
連
携
は
今
後
の
課
題
で
す
。

一
方
で
、
温
泉
地
に
お
け
る
暖
房

用
途
や
、
農
業
に
お
け
る
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
用
熱
源
な
ど
、
合
併
効

果
で
利
用
分
野
が
広
が
っ
た
面
も

あ
り
ま
す
。

課
題
と
展
望
４　

一
般
市
民
の
幅
広
い
参
加

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
定
着
に
は
、

企
業
だ
け
で
な
く
一
般
市
民
の
参

加
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
循
環
型
社

会
に
対
す
る
自
覚
や
意
識
を
高
め

る
た
め
の
環
境
学
習
な
ど
は
、
今

後
の
行
政
の
課
題
で
す
。
一
方
、

企
業
側
で
も
「
親
の
仕
事
を
子
供

に
伝
え
る
」
取
り
組
み
な
ど
を
通

じ
て
地
域
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い

ま
す
。

五
十
年
後
に

子
供
の
声
が
響
く
よ
う
な

地
域
開
発
を
進
め
た
い

「
地
元
で
や
っ
て
い
く
覚
悟
を
決

め
た
以
上
は
『
彼
ら
が
帰
っ
て
き

た
お
か
げ
で
地
域
が
元
気
に
な
っ

た
』
と
言
わ
れ
た
い
。
私
の
中
で
、

そ
れ
が
一
番
の
原
動
力
で
す
。
厳

し
い
条
件
下
で
も
、
行
政
や
他
者

ま
か
せ
で
な
い
主
体
性
を
持
ち
、

誇
り
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
取
り

組
め
ば
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

は
必
ず
成
功
し
ま
す
」と
大
月
さ
ん
。

中
島
さ
ん
も
ま
た
「
原
料
の
陸
揚

げ
は
大
阪
、
製
品
の
販
売
は
東
京
。

高
い
輸
送
コ
ス
ト
を
か
け
て
ま
で

真
庭
で
の
生
産
に
こ
だ
わ
る
の
は
、

会
社
の
利
益
を
少
し
で
も
地
元
に

還
元
し
た
い
か
ら
で
す
」
と
語
り

ま
す
。
二
人
の
言
葉
は
、
真
庭
で

活
躍
す
る
企
業
人
た
ち
に
共
通
の
、

地
域
づ
く
り
に
か
け
る
思
い
を
物

語
り
ま
す
。

「
日
本
人
は
も
と
も
と
、
炭
や
薪

の
利
用
な
ど
、
木
を
効
率
よ
く
使

い
切
る
こ
と
が
非
常
に
う
ま
い
民

族
で
し
た
。私
た
ち
の
取
り
組
み
は
、

木
と
人
間
と
の
本
来
あ
る
べ
き
関

係
を
取
り
戻
す
こ
と
に
も
つ
な
が

る
の
で
す
」
と
中
島
さ
ん
。
近
い

将
来
、
欧
米
で
は
森
林
保
護
の
た

め
伐
採
の
規
制
や
禁
止
も
予
想
さ

れ
て
お
り
、
真
庭
の
豊
富
な
木
材

資
源
が
再
び
注
目
を
集
め
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

真
庭
塾
の
成
功
に
つ
い
て
、
お

二
人
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

「
な
い
も
の
ね
だ
り
を
せ
ず
、
自

分
た
ち
の
基
盤
で
あ
る『
木
』を
大

事
に
し
な
が
ら
、
地
域
外
か
ら
講

師
を
招
い
て
勉
強
す
る
な
ど
し
て
、

し
っ
か
り
と
基
礎
を
固
め
た
つ
も

り
で
す
。
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
だ

り
、
大
学
教
授
や
専
門
家
を
呼
ん

で
話
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
、
興

味
の
わ
く
内
容
を
追
い
続
け
て
き

た
こ
と
も
長
続
き
の
秘
け
つ
で
す
」。

　

真
庭
塾
の
メ
ン
バ
ー
は
皆
、
地

域
を
愛
し
、
地
域
が
埋
も
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
危
機
感
を
抱
い
て
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

各
企
業
が
理
念
を
き
ち
ん
と
持
ち

続
け
、「
で
き
る
こ
と
か
ら
」
取

り
組
み
を
進
め
て
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
力
を
向
上
さ
せ
て
き
た
の
で
す
。

「
五
十
年
後
、
百
年
後
に
、
子
供

た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
渡
っ
て

い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
地
域
開
発

を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。

そ
れ
こ
そ
が
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

に
携
わ
る
真
庭
の
人
た
ち
す
べ
て

に
と
っ
て
共
通
の
願
い
な
の
で
す
。

レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
、
月

に
数
ト　
　

ン

の
ペ
レ
ッ
ト
を
購
入
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
発

電
も
ペ
レ
ッ
ト
も
、
費
用
対
効
果

だ
け
を
考
え
て
い
て
は
で
き
ま
せ

ん
。
今
後
、
石
油
事
情
は
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
り
、
同
時
に
環
境
問

題
が
い
っ
そ
う
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
全
体
か
ら
見

れ
ば
小
さ
な
取
り
組
み
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
木
質
資
源
を
生
か
し

た
産
業
の
構
築
が
、
地
域
に
対
す

る
企
業
の
社
会
的
責
任
だ
と
信
じ

て
い
ま
す
」。

行
政
と
協
働
し
て

真
庭
を
愛
す
る
企
業
人
が
動
く

銘建工業株式会社

　世界最速レベルの処理能力300m/分を誇る製材所を持つ

同社は、小断面集成材の生産量では国内のトップシェアを占

めます。他に中・大断面集成材も手がけ、住宅用の柱や梁
はり

桁
けた

か

ら大規模木造建築物の構造部材

に至るまで、高品質な木質構造材

を製造販売しています。品質に対

する外部からの評価も高く、JAS

製材品普及推進展示会において

は数次にわたり農林水産大臣賞を

受賞しているほか、平成8年の第

35回農林水産祭では天皇杯も受

けています。

住所　岡山県真庭市勝山1209
TEL　0867-44-2695（代）
代表取締役社長　中島浩一郎
設立　昭和41年
従業員数　181名
業務内容　構造用集成材等の製造、

加工および建築工事

「目の前の資源を使い切りたい」と語る

銘建工業㈱社長 中島浩一郎さん

ストーブ燃料用などに需要が急増する木質ペレット

て
い
ま
す
。
た
だ
、
単
年
度
主
義

の
た
め
行
政
だ
け
で
は
ど
う
し
て

も
継
続
性
が
弱
く
な
る
の
で
、
真

庭
塾
は
も
ち
ろ
ん
森
林
組
合
や
Ｊ

Ａ
な
ど
も
含
め
た
広
域
連
携
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
市
民
す
べ
て
が
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
『
地
域
の
誇

り
』
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

　

今
で
は
、
真
庭
市
は
バ
イ
オ
マ

ス
の
先
進
地
と
し
て
す
っ
か
り
有

「企業との協力関係を築きたい」と語る
真庭市 産業建設部 林業振興課 木質産業推進室 

主幹 長尾卓洋さん


